
 

ドンナイ省水インフラ整備計画【ベトナム】 

 

施策所管局課 国別開発協力第一課 

評価年月日 令和７年４月 

 

１ 案件概要 

（１）供与国名 ベトナム社会主義共和国 

（２）案件名 ドンナイ省水インフラ整備計画 

（３）目的・事業内容 

＊閣議決定日、供与条件な

どを含む 

ドンナイ省国道 51 号線沿いの上水道システムを拡張

することにより、同地域の工業・生活用水需要への対応

を図り、もって住民の生活環境の改善及び海外投資を含

む工業開発の促進等に寄与するもの。 

 

事業内容 

・取水ポンプ場拡張 

・導水管・送水管整備 

・浄水場拡張 

・中継ポンプ場拡張 

・送水支線整備 

・コンサルティング・サービス 

 

ア 閣議決定日：平成 27年 3月 31日 

イ 供与限度額：149.10億円 

ウ 金利：1.4％（コンサルティング・サービスについて

は 0.01％） 

エ 償還（据置）期間：30年（10年） 

オ 調達条件：一般アンタイド 

２ 事業の評価 

（１）経緯・現状 ア 社会ニーズの現状 

 本事業の計画当初、ドンナイ省では主に工業団地の建

設とそれに伴う人口増加により、2014年の給水能力は

約 28 万㎥/日であるが、2020 年には需要が約 63万㎥/

日まで増加することが見込まれていた。しかし、2020

年に実施された調査によると、給水需要は 2020年で

36.9万㎥/日（実績値）、2025年までの給水需要も約 45 

万㎥/日に留まり、2020年当時の給水能力 47.8万㎥/日

（実績値）でまかなえることが判明した。また民間の上

水道施設整備が進み、本事業対象地域への給水が行われ



ている。このような状況から本事業に関する社会的ニー

ズは低くなっている。 

 

イ 事業遅延に関する経緯・現状 

2018年までに詳細設計が実施され、ドンナイ省によ

る承認手続きに時間を要している中、2019年に入り同

省から水需給状況について懸念が示された。 

これを受け、給水需要予測の見直しが実施された結

果、工業団地の開発遅延や人口の伸び率の鈍化等から、

将来の給水需要が当初想定を下回ることが明らかになっ

た。更に、当初想定していなかった民間の上水道施設整

備・給水実施等により、本事業を実施せずとも既存浄水

場の小規模な拡張工事で将来の給水需要を満たすことが

確認された。その結果、2021年 5月にドンナイ省人民

委員会から JICAに対し本事業中止の申し入れがなされ

た。その後ベトナム政府内の本事業中止の手続きが続い

ている。 

（２）今後の対応方針  本件に関する社会的ニーズは低くなっているため、ベ

トナム政府内での正式な中止要請のための手続きをフォ

ローする。 

３ 政策評価を行う過程に

おいて使用した資料等 

・交換公文 

・外務省の約束状況に関する資料及び案件概要 

・国際協力機構の案件検索 

・国際協力機構の事業事前評価表 

・そのほか国際協力機構から提出された資料 

 

 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/data/zyoukyou/h26/y150331_1.html
https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/index.php?ankenNo=VN14-P4&schemes=&evalType=&start_from=&start_to=&list=search
https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2015_VN14-P4_1_s.pdf

